帝京科学大学教育・教職研究テンプレート（MSゴシック14）

－（副題）研究論文、研究ノート、報告の執筆上の注意－（MSゴシック10.5）
※１行あける
EnglishTitle(TimesNewRoman14Point):

SubTitle(TimesNewRoman10.5Point)

※１行あける
著者名＊１，著者名＊２，著者名＊１（MSゴシック10.5）
＊１帝京科学大学，＊２帝京大学（MSゴシック10.5），

※１行あける
Taro TEIKYO＊１，Zirou TEIKYO＊２，Saburou TEIKYO＊１(TimesNewRoman10.5Point)
＊１Teikyo University of Science,，＊２Teikyo University(TimesNewRoman10.5Point)
※2行あける
要約：（１こまあける）48文字（45行構成の行間），左右両端から2文字ずつあけて10～15行程度で記述する．ここには，研究の目的や明らかにしたいこと，研究の方法，結果，考察や知見を記述する．
※１行あける
Ⅰ．はじめに（ゴシック）
研究の背景，関連する先行研究，研究の目的・意義などについて記述する．
※１行あける
Ⅱ．用紙について
教職センターHPから「帝京科学大学教育・教職研究テンプレート」をダウンロードして用いる．
・用紙：A4縦
・余白：上下25mm，左右20mm
・用紙サイズは，45文字×45行とする
・本文は横24字，縦45行で２段組とする．
※１行あける
Ⅲ．書式について
1．フォント，文字サイズ等について
a.邦文発表題目
MSゴシック，14ポイント，(副題は10.5ポイント)
b.英文タイトル
TimesNewRoman，14ポイント，(副題は10.5ポイント)
c.標準(本文および本文中の英数字)のフォント
和文はMS明朝，10.5ポイント，英文はTimesNewRoman，10.5ポイント，
d.見出し
MSゴシック，10.5ポイント
2.章，節，項番号について
本文は，章，節，項などに区切り，見出しをつける．章の見出しにはI,Ⅱ,Ⅲ…，節の見出しには半角数字1,2,3…，項の見出しには半角英字a,b,c…，の番号をつける．
章，節，項番号は左詰めとし，章，節，項の見出しのフォントはゴシックとする．項以降は，著者に委ねる．
本文は，書き出しおよび改行後の書き出し部分を１こまあける．また，見出し番号の次も１こまあける．その他はすべて左端から書きはじめる．
※１行あける
Ⅳ．様式について
発表題目はセンタリングすること．副題がある場合は下の行に書く．また，著者名，共著者名は右寄せで書き，人数が多い場合は複数行に記載してもかまわない．
読点はカンマ「，」とし，句点はピリオド「．」を用いる．
数字は，原則として算用数字を使用し，１桁の数字は全角数字，２桁以上の数字は，半角文字を用いる．アルファベットは基本的に半角文字とする．なお，略号等については全角文字を用いてもよい．カタカナは全角文字を用いる．年号は西暦のみを表記する．
文章は，口語体の「…である」調とし，学術用語以外は常用漢字ならびに現代仮名づかいを用いる．
※１行あける
Ⅴ．図表について
文のみを最初に記述し図や表を最後にまとめることはしない．また，文中に図等の挿入位置を示すといった方法にはしない．
図１，表１のように一連番号を付するとともに，必ず題を付ける．題の場所は，図は図の下，表は表の上とする．
※１行あける
Ⅵ．参考文献の記載
1.本文中
本文の参考にした箇所に括弧書きで記述する．
文末に記述するときは（千住，1991a）のように，（）内に，著者名，発表年発表順アルファベットを記述する．
文頭，または文中に記述するときは，
「千住（1991a）によれば」のように，著者名（発表年発表順アルファベット）を記述する．
特に必要とする場合は引用ページを記載する（千住，1991b，p.15）．
2.論文末尾
参考文献は，和文と欧文を区別しないで，著者（共著の場合は先頭の著者）の姓の欧文表記に基づいて，アルファベット順に配列する．なお，同一著者による論文が二つ以上ある時は，論文を発表年代順に配列する．複数行になるときは２行目以降１文字分字下げをする．
3.記述の仕方１（日本語論文）
a.記述方法
著者名，著者名，・・・，著者名（発行西暦年）. 「文
題目」.『誌名』巻（号），始頁-終頁(例，12-21).
b.記述例

森一夫，北川治，出野務（1980）.「幼児における空
間的な量を表わす言語に関する発達的研究」.『教
育心理学研究』.28(4)，265-274.
4.記述の仕方２（日本語による単行本）

a.記述方法

著者名，著者名，・・・，著者名（発行西暦年）.『署名』. 地名：発行所名

b.記述例

清水益治(2002).『図形の大きさの比較判断に関する発達的研究』.東京：風間書房.
5.記述の仕方３（日本語による編著本）
a. 記述方法
　編者名(編) (発行西暦年).『書名』. 地名：発行所名.
b. 記述例
  望月昭彦・深澤真・印南洋・小泉利恵（編） (2015).『英語4技能評価の理論と実践―CAN-DO・観点別評価から技能統合的活動の評価まで』.東京：大修館書店.
6.記述の仕方４（日本語による本の1章の場合）
a.記述方法

著者名，著者名，・・・，著者名（発行西暦年）.「題名」.編者名(編).『書名』(頁). 地名：発行所名

b.記述例

樋口正男（2013）.「社会科におけるディベート」.　
社会認識教育学会(編).『新社会学ハンドブック』
(pp.265-274). 東京：明治図書.
7.　記述の仕方５（英語論文）
英文の参考文献の記入については，以下の例を御参考に記述する．
a.記述方法
Author,A.A.(2015).Title of article. Title of Periodical ,xx, pp-pp.

b. 記述例
Light,M.A.&Light,I.H.(2008).The geographic expansion of Mexican immigration in the United States and its implications for local law enforcement.  Law Enforcement Executive Forum Journal, 8 (1),73-82.

8．記述の仕方６（英語による単行本）
a. 記述方法
Author, A. A. (2015). Title of work. Location:Publisher.

b. 記述例
Shotton, M. A. (1989). Computer addiction? A study of computer dependency. London, England: Taylor & Francis.

9. 記述の仕方７（英語による編著本）
a. 記述方法
Editor, A. A. (Ed.). (2015). Title of work. Location: Publisher.
b. 記述例
Hamp-Lyons, L. (Ed.). (1991). Assessing Second Language Writing in Academic Contexts. Connecticut: Ablex Publishing.

10．記述の仕方８　（英語による本の1章の場合）
d.本の1章の場合

a. 記述方法
Author, A. A. (2005). Title of chapter or entry. In A. Editor & B. & C Editor (Eds.), Title of book (pp.xxx-xxx). Location: Publisher.

b. 記述例
Haybron, D. M. (2008). Philosophy and the science of subjective well-being. In M. Eid & R. J. Larsen (Eds.), The science of subjective well-being (pp.17-43). New York, NY: Guilford Press.

※１行あける
Ⅶ．注について
註はできるだけ少なくする．必要な場合は，参考文献の前に一括して記述するとともに，本文中の該当箇所の右肩に１），２）のように示す．
※１行あける
Ⅷ．投稿にあたって
1.投稿手続き
原稿は，「『帝京科学大学教育人間科学部・教職センター研究紀要』」執筆要項」及び本テンプレートに従って執筆し，「投稿責任者」が，下記の電子ファイルを添付し，紀要編集委員会事務局（kyousyoku-kiyo@ntu.ac.jp）あてに，電子メールにて投稿する．
・帝京科学大学教育人間科学部・教職センター研究紀要投稿申請用紙に必要事項を記入した電子ファイル
・原稿オリジナル（本文，図，表，写真，英題名を含む電子ファイル）
・原稿オリジナルから査読のため著者名，所属機関の日英両語，付記及び謝辞を削除した電子ファイル
なお，電子メールでの投稿が困難な場合は，上記の電子ファイルを保存したメディアを教職センター研究紀要編集委員会事務局に提出する．
2.投稿時における確認について
投稿者には，次の条件を満たしていることを確認することを求める．
・投稿論文等の内容が，国内，国外の学会誌，機関誌（大学紀要を含む），書籍，国際会議の口頭発表論文（Proceedings論文）が会議後に査読されて発行される論文誌，商業誌等に掲載済み，掲載予定，あるいは上記に投稿中や投稿予定でないこと．
・投稿内容に関連する内容が，同一著者あるいは他者によって既に掲載されている場合は，それとの関係と違いを明確に説明してあること．
・研究会，大会等の学術講演，国際会議等において配布される論文集や口頭で発表したものを翻訳・加筆して投稿する場合は付記してあること．
・論文の内容と記述が，他者の著作権や研究に関わる者の人権を侵害せず，研究者の行動規範に反しないよう，十分に配慮されていること．
※１行あける
謝辞
協力いただいた方に対する謝辞を記述する．
※１行あける
付記
すでに，口頭発表等で発表したものを発展・加筆して投稿する場合は，元となる文献を参考文献リストに掲載すると共に，「本論文は，帝京（2015）で発表した研究を発展させて，その成果をまとめたものである．」などを記述する．
※１行あける
注
１）
２）
※１行あける
参考文献
参考文献は，和文と欧文を区別しないで，著者（共著の場合は先頭の著者）の姓の欧文表記に基づいて，アルファベット順に配列する．なお，同一著者による論文が二つ以上ある時は，論文を発表年代順に配列する．複数行になるときは２行目以降１文字分字下げをする．各論文の前に番号や「・」などはつけない．
帝京科学大学教育・教職研究テンプレート（MSゴシック14）

－（副題）卒業論文要約の執筆上の注意－（MSゴシック10.5）
※１行あける
学生名，指導教員名（MSゴシック10.5）
※１行あける
要約のみ1000字から2000字で記述する．フォントはＭＳ明朝とし、フォントサイズは10.5とする．指導教員が，要約保存した電子ファイルを添付し，紀要編集委員会事務局（kyousyoku-kiyo@ntu.ac.jp）あてに，電子メールにて投稿する．
